
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 東京服飾専門学校 
設置者名 学校法人 池田学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験

のある教

員等によ

る授業科

目の単位

数 

省令で定める

基準単位数 

配

置

困

難 

 

ファッション総合科 

スタイリストコース 

昼間部（2 年制） 

夜 ・

通信 

7 単位 

（183 時

間） 

7 単位 

（160 時間） 
 

ファッション総合科 

ファッションビジネスコース 

昼間部（2 年制） 

夜 ・

通信 

8 単位 

（168 時

間） 

7 単位 

（160 時間） 
 

服飾専門課程 

ファッション総合科 

モデルコース 

昼間部（1 年制） 

夜 ・

通信 

4 単位 

（130 時

間） 

 

4 単位 

（80 時間） 

 

ファッション造形科 

デザイナーコース 

昼間部（2 年制） 

夜 ・

通信 

7 単位 

（275 時

間） 

7 単位 

（160 時間） 
 

 

ファッション造形科 

パタンナーコース 

昼間部（2 年制） 

夜 ・

通信 

7 単位 

（263 時

間） 

7 単位 

（160 時間） 
 

 

ファッション造形科 

衣装製作コース 

昼間部（2 年制） 

夜 ・

通信 

7 単位 

（263 時

間） 

7 単位 

（160 時間） 
 

 
専攻科 

昼間部（1 年制） 

夜 ・

通信 

5 単位 

（185 時

間） 

 

4 単位 

（80 時間） 

 

（備考）（ ）内の数字（〇時間）は「学校教育法施行規則等の附則第 2条（経過措 置）」

に基づき「実務経験のある教員等による授業科目の単位数」について用いる授業時数を記

載している。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
HP にて授業科目一覧を公開。 

実務経験のある教員等による授業科目一覧.pdf 

 

https://www.tfac.ac.jp/wp-content/uploads/2026/06/%E5%AE%9F%E5%8B%99%E7%B5%8C%E9%A8%93%E3%81%AE%E3%81%82%E3%82%8B%E6%95%99%E5%93%A1%E7%AD%89%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E6%8E%88%E6%A5%AD%E7%A7%91%E7%9B%AE%E4%B8%80%E8%A6%A7.pdf


  
 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

 

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 東京服飾専門学校 
設置者名 学校法人 池田学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
HP 掲載 

https://www.tfac.ac.jp/school_info/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 広告写真制作会社社長 

2025.7  
～ 

2029.6  

教育内容に対する

アドバイス  

非常勤 芸能事務所取締役 

2025.7  
～ 

2029.6 

教育内容における

専門知識  

非常勤 メーカー デザイナー 

2025.7  
～ 

2029.6 

教育内容における

専門知識  

非常勤 物流オペレーション 
2025.7  
～ 

2029.6 

教育内容における

専門知識 

（備考） 

 

 

https://www.tfac.ac.jp/wp-content/uploads/2026/06/2026%E5%BD%B9%E5%93%A1%E5%90%8D%E7%B0%BF.pdf


  

 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東京服飾専門学校 

設置者名 学校法人 池田学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

ファッション総合科スタイリストコース、ファッションビジネスコース昼間部（２年

制）、ファッション総合科モデルコース昼間部（１年制）、ファッション造形科デザイ

ナーコース、パタンナーコース、衣装製作コース昼間部（２年制）、専攻科昼間部（1

年制） 

【作成について】 

 各授業科目については、毎年２回行われる教育編成委員会のご意見をふまえて各科

ごとにカリキュラム会議を行い、授業科目の設定や講義内容についての検討・検証を

おこなう。その後、各授業を担当する教員がカリキュラム会議での内容に沿ったシラ

バスの作成を行なっている。学内の教員用内規(シラバス作成の方法と手引き)の中で

授業科目名、必要時間数、担当教員名、授業の到達目標、テーマ、講義概要、授業計

画(各回の授業プラン)、成績評価方法、教科書及び参考書に関する事項は全科目共通

で記載することが必須となっており、学内統一様式でシラバス作成を行っている。 

【時期について】 

翌年度のシラバスは、２月末に担当教員が作成し、３月の職員会議にて正式決定する。

４月末に年間シラバスを HP 上に公開する。 

 

授業計画書の公表方法 
HP 掲載：学校案内・基本情報・アクセス｜ファッション専

門学校の東京服飾専門学校 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

学則において、学内の成績評価、履修、卒業要件について規定している。 

各学科で定める授業科目の試験・参加意欲・授業課題評価により成績評価を行って

いる。 

（参考） 

学則別表 

1700 時間以上の履修時間を納めていること、及び各科目の総合評価が C 以上である

こと。 

R8 年度入学者～62 単位以上修得していること 

 

 

 

 

https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

当校では各授業の評価を 100 点満点を基準として、60 点以上を合格としている。 

合格者の中でも、評価点数により 100〜90 を S、89～80を A、79〜70を B、 

69〜60 を Cとして成績が通知される。 

各授業の成績評価を既定の数値に置き換え、1授業あたりの平均成績を算出する。 

各成績は S(4 点)、A(3 点)、B(2 点)、C(1 点) に換算する。GPA は(Sの授業数×

4+A の授業数×3+B の授業数×2+C の授業数 ×1)の合計を、各学生が履修済みの総

授業数で、除した値を求めることによって算出する。  

成績評価については、学則細目を HP で公開するほか、入学時のオリエンテーション 

内で校則に基づき在校生に説明を行っている。  

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
HP 掲載 

成績評価基準.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

東京服飾専門学校は、ファッション業界での即戦力となる人材を育成し、学外から

多くの業界関係者を招き、産学協同授業や企業研修にも力を入れて社会に貢献する

ことを目的としている。 

 卒業要件については、各学科が定める所定の全授業科目を所定の年次に全て合格す

ることを定めている。詳細については学則等に記載し、HP に公表している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

HP 掲載 

2026 東京服飾専門学校「学則」 

 

https://www.tfac.ac.jp/wp-content/uploads/2026/06/%E6%88%90%E7%B8%BE%E8%A9%95%E4%BE%A1%E5%9F%BA%E6%BA%96.pdf
https://www.tfac.ac.jp/wp-content/uploads/2026/06/2026%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%AD%A6%E5%89%87%EF%BC%88%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E6%9C%8D%E9%A3%BE%E5%B0%82%E9%96%80%E5%AD%A6%E6%A0%A1%EF%BC%89-1.pdf


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 東京服飾専門学校 

設置者名 学校法人 池田学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 毎年6月中旬ごろに最新情報をHPで公開している  

(https://www.tfac.ac.jp/school_info/)  
収支計算書又は損益計算書 同上 

財産目録 同上 

事業報告書 同上 

監事による監査報告（書） 同上 
 

 

 

 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 服飾専門課程 
ファッション総合科 

スタイリストコース 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼 
62 単位 

（1700 単位時間） 

35
（732.5

ｈ） 

8 
（137.5

ｈ） 

20 
（572.5

ｈ）  

18 
（622.5

ｈ） 

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90 人 44 人 0 人 9 人 13 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

https://www.tfac.ac.jp/school_info/


  
学修支援等 

（概要） 

・担当職員による個別面談や進路相談、就職担当による面接指導等 

・長期休暇期間中に補習・補講を行い、修得の均一化を図る 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 26 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

21 人 

（  80.8％） 

5 人 

（  19.2％） 

（主な就職、業界等） 

株式会社ウィゴー、アニエスベージャパン株式会社、株式会社 TSIホールディングス、 

スタイリストアシスタント、株式会社ラコステジャパン、MARK STYLER 株式会社 

（就職指導内容） 

就職ガイダンス授業を１年次より行い、毎回企業人事、OBOGを招いての講演会や 

合同説明会への参加を行っている。就職担当による個別相談、面接練習も随時対応。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

色彩検定、ファッションビジネス能力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 27 人 1 人  ％ 

（中途退学の主な理由） 

留年 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

スクールカウンセリングの活用や個人面談を行い、学校生活や私生活の状況を聞き取

りしている。転科コース変更制度、再入学制度によるフォローアップ。 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 服飾専門課程 

ファッション総合科 

ファッション 

ビジネスコース 

〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

 昼 
62 単位 

（1700 単位時間） 

37 
（795

ｈ） 

7 
（130

ｈ） 

17 
（495

ｈ）  

11 
（350

ｈ） 

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90 人 57 人 1 人 8 人 12 人 22 人 



  
 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

（概要） 

・担当職員による個別面談や進路相談、就職担当による面接指導等 

・長期休暇期間中に補習・補講を行い、修得の均一化を図る 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23 人 

（100％） 

0 人 

（  ％） 

12 人 

（  52.2％） 

11 人 

（  47.8％） 

（主な就職、業界等） 

(株)ユナイテッドアローズ、株式会社デイトナ・インターナショナル、 

株式会社マルジェラジャパン、株式会社 TOKYO BASE、株式会社 BANKANわものや 

（就職指導内容） 

就職ガイダンス授業を１年次より行い、毎回企業人事、OBOGを招いての講演会や 

合同説明会への参加を行っている。就職担当による個別相談、面接練習も随時対応。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

色彩検定、ファッションビジネス能力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 24 人 1 人  4.2％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

スクールカウンセリングの活用や個人面談を行い、学校生活や私生活の状況を聞き取

りしている。転科コース変更制度、再入学制度によるフォローアップ。 



  
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 服飾専門課程 
ファッション総合科 

モデルコース 
－ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1 年 

昼 

31 単位 

（800 単位時間） 

11 
（230

ｈ） 

3 
（40ｈ） 

11 
（257.5

ｈ）  

10 
（357.5

ｈ） 

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10 人 11 人 0 人 5 人 12 人 17 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

（概要） 

・担当職員による個別面談や進路相談、就職担当による面接指導等 

・長期休暇期間中に補習・補講を行い、修得の均一化を図る 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 10 人 

（66.7％） 

5 人 

（  33.3％） 

1 人 

（  6.7％） 

4 人 

（  26.7％） 

（主な就職、業界等） 

 モデル事務所 

（就職指導内容） 

就職ガイダンス授業を１年次より行い、毎回企業人事、OBOGを招いての講演会や 

合同説明会への参加を行っている。就職担当による個別相談、面接練習も随時対応。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

色彩検定 

（備考）（任意記載事項） 



  
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  15 人 5 人  33.3％ 

（中途退学の主な理由） 

留年、一身上の都合 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

スクールカウンセリングの活用や個人面談を行い、学校生活や私生活の状況を聞き取

りしている。転科コース変更制度、再入学制度によるフォローアップ。 

 

 

 

 

 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 服飾専門課程 
ファッション造形科 

デザイナーコース 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼 
62 単位 

  （1700 単位時間） 

18 
（340

ｈ） 

11 
（235

ｈ） 

18
（677.5

ｈ）  

17
（477.5

ｈ） 

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

30 人 21 人 0 人 9 人 6 人 15 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

（概要） 

・担当職員による個別面談や進路相談、就職担当による面接指導等 

・長期休暇期間中に補習・補講を行い、修得の均一化を図る 

 



  
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 15 人 

（100％） 

0 人 

（  ％） 

12 人 

（  80％） 

3 人 

（  20％） 

（主な就職、業界等） 

株式会社ファイブフォックス、株式会社グラニフ、株式会社オンワード樫山 

（就職指導内容） 

就職ガイダンス授業を１年次より行い、毎回企業人事、OBOGを招いての講演会や 

合同説明会への参加を行っている。就職担当による個別相談、面接練習も随時対応。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

色彩検定、洋裁技術認定試験、パターンメーキング技術検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 15 人 0 人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

スクールカウンセリングの活用や個人面談を行い、学校生活や私生活の状況を聞き取

りしている。転科コース変更制度、再入学制度によるフォローアップ。 

 

 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 服飾専門課程 
ファッション造形科 

パタンナーコース 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼 
62 単位 

（1700 単位時間） 

18 
（340

ｈ） 

11 
（235

ｈ） 

16 
（595

ｈ）  

21 
（560

ｈ） 

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

30 人 7 人 1 人 9 人 6 人 15 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 



  
成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

（概要） 

・担当職員による個別面談や進路相談、就職担当による面接指導等 

・長期休暇期間中に補習・補講を行い、修得の均一化を図る 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 1 人 

（100％） 

0 人 

（  ％） 

1 人 

（  100％） 

0 人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

株式会社三松 

（就職指導内容） 

就職ガイダンス授業を１年次より行い、毎回企業人事、OBOGを招いての講演会や 

合同説明会への参加を行っている。就職担当による個別相談、面接練習も随時対応。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

色彩検定、洋裁技術認定試験、パターンメーキング技術検定、 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  2 人 1 人  50％ 

（中途退学の主な理由） 

留年 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

スクールカウンセリングの活用や個人面談を行い、学校生活や私生活の状況を聞き取

りしている。転科コース変更制度、再入学制度によるフォローアップ。 

 

 

 

 

 

 



  
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 服飾専門課程 
ファッション造形科 

衣装製作コース 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 

 

 

昼 
62 単位 

 （1700 単位時間） 

17 
（352.5

ｈ） 

11 
（230

ｈ） 

18 
（640

ｈ）  

20 
（512.5

ｈ） 

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140 人 124 人 0 人 9 人 7 人 16 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

（概要） 

・担当職員による個別面談や進路相談、就職担当による面接指導等 

・長期休暇期間中に補習・補講を行い、修得の均一化を図る 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 42 人 

（100％） 

6 人 

（  14.3％） 

31 人 

（  73.8％） 

5 人 

（  11.9％） 

（主な就職、業界等） 

株式会社 夢真、有限会社ドレスレビュー、株式会社ビック・ママ、株式会社東広 

（就職指導内容） 

就職ガイダンス授業を１年次より行い、毎回企業人事、OBOGを招いての講演会や 

合同説明会への参加を行っている。就職担当による個別相談、面接練習も随時対応。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

色彩検定、洋裁技術認定試験 

（備考）（任意記載事項） 

 



  
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  46 人 4 人  8.7％ 

（中途退学の主な理由） 

体調不良、進路変更等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

スクールカウンセリングの活用や個人面談を行い、学校生活や私生活の状況を聞き取

りしている。転科コース変更制度、再入学制度によるフォローアップ。 

 

 

 

 

 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

服飾・家政 服飾専門課程 専攻科 － － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1 年 

昼 

31 単位 

（800 単位時間） 

4 
（92.5

ｈ） 

10 
（195

ｈ） 

7 
（185

ｈ）  

13 
（387.5

ｈ） 

 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20 人 6 人 0 人 5 人 3 人 8 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 1.を参照 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 3.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 

様式第 2 号の 3【（3）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の 4.を参照 

学修支援等 

（概要） 

・担当職員による個別面談や進路相談、就職担当による面接指導等 

・長期休暇期間中に補習・補講を行い、修得の均一化を図る 

 

 



  
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 18 人 

（100％） 

0 人 

（  ％） 

13 人 

（  72.2％） 

5 人 

（  27.8％） 

（主な就職、業界等） 

株式会社 京屋、株式会社ナルミヤ・インターナショナル、株式会社ファイブフォックス 

（就職指導内容） 

就職ガイダンス授業を１年次より行い、毎回企業人事、OBOGを招いての講演会や 

合同説明会への参加を行っている。就職担当による個別相談、面接練習も随時対応。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

色彩検定、洋裁技術認定試験、パターンメーキング技術検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  20 人 2 人  10％ 

（中途退学の主な理由） 

留年 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

スクールカウンセリングの活用や個人面談を行い、学校生活や私生活の状況を聞き取

りしている。転科コース変更制度、再入学制度によるフォローアップ。 

 

 

 

②学校単位の情報 

ａ）「学生納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考（任意記載事

項） 

ファッション総合科 

昼間部（2 年制）   
150,000 円 660,000 円 320,000 円  

ファッション総合科 

モデルコース 

昼間部（1 年制） 

150,000 円 660,000 円 320,000 円  

ファッション造形科 

昼間部（2 年制） 
150,000 円 660,000 円 320,000 円 

 

専攻科 

昼間部（1 年制） 0 円 660,000 円 290,000 円  

修学支援（任意記載事項） 

 



  

ｂ）学校評価 
自己点検評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

前年度評価について、学校 HP に公開している 

https://www.tfac.ac.jp/school_info/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校関係者として、関係企業や卒業生を含む学校関係者評価委員会を組織して、それぞれ

の知見を活かした教育内容・学校運営等について評価を行っている。評価内容は理事会、

運営部、教育内容検討委員会などで報告され、次年度以降の改善に取り組んでいる。 

 

第三者評価の委員 

所属 任期 種別 

協会 役員 2024.4.1～ 2027.3.31 企業 

技術研究会 職員 2024.4.1～ 2027.3.31 企業 

組合 理事 2024.4.1～ 2027.3.31 地域 

メーカー勤務 2024.4.1～ 2027.3.31 卒業生 

第三者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

前年度評価について、学校ＨＰ公開している 

学校案内・基本情報・アクセス｜ファッション専門学校の東京服飾専門学校 

（備考） 

第三者評価は未実施であるため、上記表中の第三者評価に係る各項目は、 

昨年度に実施した学校関係者評価に関する情報を記載している。 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

デジタル・パンフレット 

 

https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%91%E3%83%B3%E3%83%95%E3%83%AC%E3%83%83%E3%83%88/


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

(35   人) (33   人) (35   人)

(   0人)

(   35人)

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） (　 －人) (　 0 人)

0 人 0 人

区分外（多子世帯） 14 人 14 人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

－ 人

内
訳

第Ⅲ区分 － 人 － 人

（うち多子世帯） (　 －人) (　 －人)

（うち多子世帯） (　 －人) (　 －人)

第Ⅱ区分

12 人第Ⅳ区分（多子世帯）

H113311600039

（備考）

－ 人

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間後半期

20 人

11 人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

東京服飾専門学校

学校法人池田学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。

20 人第Ⅰ区分

学校コード（13桁）

60  人 53  人 60  人

 0 人

 60 人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0  人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

0 人 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

　　　－ 人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

退学     －人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

0人 0 人 0 人

　　　－ 人 　　　－ 人 　　　－ 人

0 人 　　　－ 人

0 人 　　　－ 人 　　　－ 人

３月以上の停学 0人

年間計     －人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

（備考）

ＧＰＡ等が下位４分の１ 　　　－ 人 　　　－ 人 　　　－ 人

計 24 人 13 人 11 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

　　　－ 人 　　　－ 人 　　　－ 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当 0 人 0 人 0 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 24 人 13 人 11 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数
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